
 

 

 

 

 

2024 年 3月 28 日 

各 位 

株式会社北洋銀行 

 

「ＴＳＵＢＡＳＡ・じゅうだん会共同研究会」への参加について 
～システム、店舗運営・業務効率化、サイバーセキュリティ分野における共同研究～ 

 

北洋銀行（頭取 安田 光春）は、2024 年 3 月 28 日（木）に発足した「ＴＳＵＢＡＳＡ・じゅうだん会共同研

究会」（以下「本研究会」）に参加することにいたしましたので、お知らせします。 

コロナ禍を契機として「デジタル化」の潮流が加速し、個人の価値観や行動にも大きな変化をもたらして

おり、多様化するお客さまのニーズや地域の課題解決に対するステークホルダーからの期待に応えてい

くため、地域金融機関として経営効率を高めながら地域の持続的な発展に貢献することが各行共通の課

題となっています。 

本研究会では、システム関連で親和性のある両グループが知見・ノウハウを共有し、効率的なシステム

運用・業務プロセスの実現を目指すとともに、お客さま向けサービスの高度化、各地域経済の持続的な成

長に貢献していきます。 

 当行は本研究会での共同研究を通じて、道内企業のサステナブル経営やお客さま一人ひとりのサステ

ナブル生活設計をサポートし、未来志向の豊かな地域社会実現への貢献を目指してまいります。 

 

記 

 
【本研究会の概要】 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

名    称 ＴＳＵＢＡＳＡ・じゅうだん会共同研究会 

検討テーマ 

＜システムタスクフォース＞ 

・ 次世代システム、サブシステムに関する共同研究 

・ デジタル分野（API 活用等）に関する共同研究 

・ AML（マネー・ローンダリング防止）対策に関する共同研究 

＜業務効率化タスクフォース＞ 

・ 店舗省力化施策（有人店舗の省力化、バックオフィスの共同化）に関する共同研究 

・ 業務効率化に関する共同研究 

＜サイバーセキュリティタスクフォース＞ 

・ サイバーセキュリティ対策に関する共同研究 

・ サイバーリスクマネジメントに関するノウハウ共有 

メ ン バ ー ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス全 10 行、じゅうだん会全 7 行の全 15 行
※1

 

 ※1 武蔵野銀行、琉球銀行は両グループに参加 

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日
あ す

をきりひらく 

 

 

北洋銀行グループは、2018 年 12 月「北洋 SDGs 宣言」 を表明し、地域の持続的成長

支援と社会的課題の解決に取り組んでおります。なお、SDGs に関連するプレスリリース

には、該当する SDGs のアイコンを明示しております。 

【SDGs】2015年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための2030年

までの国際目標。17 のゴールと 169 のターゲットで構成される。 



【イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2 千葉銀行、第四北越銀行、中国銀行、伊予銀行、東邦銀行、北洋銀行、武蔵野銀行、滋賀銀行、 

琉球銀行、群馬銀行の 10 行が参加する地銀広域連携の枠組み。 

（URL：https://tsubasa-al.co.jp） 

※3 八十二銀行が開発する銀行の基幹系システムを共同利用する地方銀行 7行の枠組み（山形銀行、

筑波銀行、武蔵野銀行、八十二銀行、阿波銀行、宮崎銀行、琉球銀行）

（URL:https://sec.juudankai.jp） 

なお、武蔵野銀行、琉球銀行は両グループに参加しています。 

 

以 上 

 

ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス※2 じゅうだん会※3 

 

ＴＳＵＢＡＳＡ・じゅうだん会共同研究会 

システム 

タスクフォース 

サイバーセキュリティ 

タスクフォース 

業務効率化 

タスクフォース 

https://tsubasa-al.co.jp/
https://sec.juudankai.jp/

